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先行自治体における文書館に関する報告書・提言等の事例比較表

島根県松江市 長野県安曇野市 福島県郡山市

名
称

松江市文書館（仮称）整備構想 安曇野市文書館開館に向けた提言書 郡山市歴史資料保存整備検討委員会報告書

作
成

松江市 安曇野市文書館業務検討委員会 郡山市歴史資料保存整備検討委員会

時
期

2019（平成31）年3月策定 2017（平成29）年9月25日 2015（平成27）年11月

所
管

歴史まちづくり部史料編纂課（当時）
総務部総務課

教育委員会　文化課 教育委員会　生涯学習課

沿
革
・
背
景
等

・2019年度に市史の刊行が完了する。市史編さんの過程で収集した歴
史資料の保存・公開が課題
・永年保存文書の増大。保存年限の見直しの必要性･･･歴史公文書の評
価選別、保存公開の仕組みが課題

→2018年　史料編纂課・総務課を事務局として、「松江市文書館（仮
称）検討委員会」発足。整備構想を策定

・2005年　3町2村が合併し、安曇野市が誕生
・2009年～　文化財保護事業として、市内の古文書調査・整理作業を
進める
・2012年～　本庁舎建設推進事業の一環として、公文書整理室を設置
し、非現用文書の収集・整理作業を始める
・2015年　市内に点在する旧町村の博物館施設の統廃合を計画してい
く中で、博物館とは別に文書館を整備する方針が出される

→2017年　文書館業務検討委員会発足、同年「提言書」の提出
　2018.10　文書館開館

・郡山市歴史資料館の老朽化。耐震診断で地震で倒壊の危険性指摘
　→2014年　検討委員会発足
・歴史資料館では、古文書及び歴史的に価値のある公文書を保存
・既存施設（考古及び民俗資料の収蔵庫）についても見直しが必要
→新施設の整備と既存施設の整理について提言される

「報告書」のその後
・（仮称）郡山市歴史情報・公文書館基本構想策定（2019.3）
・（仮称）郡山市歴史情報。公文書館基本計画策定（2020）
・設計業者選定にかかるプロポーザル実施（2020.6）
・2023年度開館予定

目
次

１．整備構想策定の趣旨
　（1）公文書の保存と管理体制の見直し
　（2）地域の歴史史料（古文書等）の調査・保存と活用
　（3）文書館整備の必要性と整備構想
２．整備構想の位置付け
３．松江市文書館（仮称）の基本理念
　（1）松江市での文書館の役割
　（2）松江市文書館（仮称）の基本目標
　（3）松江市文書館（仮称）の基本機能
４．松江市の公文書管理体制の見直し
　（1）見直し事項
　（2）例規等の整備
５．松江市文書館（仮称）の施設と運営
　（1）施設のあり方
　（2）施設の規模
　（3）設置場所
　（4）施設構成
　（5）管理運営体制
　（6）運営審議機関と客員研究員制度
　（7）松江歴史館、松江市立図書館との役割分担と連携
６．松江市文書館（仮称）整備の推進にあたって
　（1）関連計画の策定と例規等の整備
　（2）松江市文書館（仮称）整備の時期

１．基本的な考え方
　（1）文書館の必要性
　（2）文書館の目的
　（3）提言書の位置づけ
２．提言
　提言1　文書等の収集、整理について
　提言2　文書等の保存について
　提言3　閲覧及び複写について
　提言4　調査及び研究について
　提言5　専門的な知識及び啓発について
　提言6　資料集等の編さん及び刊行について
　提言7　施設について

歴史資料保存整備の意義
第１章　歴史資料保存整備の基本的考え方
　1基本理念
　2基本方針の検討
第２章　歴史資料の保存整備等のあり方
　1歴史資料の保存管理方法
　　（1）適正な収蔵設備設置の検討
　　（2）資料管理方針の検討
　　（3）資料管理システムの導入
　2人員配置・組織体制の整備
　　（1）専門知識と技術を有した学芸員等の配置
　　（2）専門的研究の推進
　　（3）市民協働による歴史資料の保全
　3歴史資料別保存整備・活用
　　古文書
　　考古資料
　　民俗資料
　　歴史的公文書等
　4「（仮称」郡山市公文書・歴史情報館」の整備
　　【機能と役割】
　　【立地等】
　5既存施設の見直し
　6その他の意見

理
念
・
目
標

ア）歴史公文書の保存・活用による行政情報の共有と説明責任の実現
イ）地域の歴史・文化遺産の継承と地域文化の発展への寄与
ウ）調査研究に基づいた歴史情報の発信と市民支援体制の構築

歴史資料の保存整備は、行政や一部専門家・市民のみが担うのではな
く、市民全体が参加する市民運動として息長く続けることが重要
→「市民とともに、郡山市の歴史・文化遺産を保全、整備、活用し、
次世代へ継承する」ことを基本的理念として掲げる

役
割
・
機
能

役割
・公文書を市民共有の知的資源として継続的に後世に残し、市民だれ
もが公平公正に利用できるようにする必要がある。そのために、公文
書を体系的に選別･保存し市民への説明責任を果たしていく「場」とし
ての役割を担う
・市民が自らの手で地域の歴史を紐解き、先人たちの蓄積から地域の
独自性や自立性を学び、新たな自治の形を作り上げていく、そのため
に地域の歴史史料（古文書等）や市政情報、政策形成の基本的なデー
タを提供する役割を担う

機能
・文書の収集・整理・保存
・調査研究、歴史編纂･･･「松江市域の歴史研究を進めること、歴史公
文書・地域に所在する歴史史料（古文書等）を後世に伝え活用してい
くための保存管理体制を整えることに加え、松江市政史の解明も研究
対象」
・文書の公開
・類似施設との連携

（1）郡山市の歴史を未来へ継承する
（2）地域の歴史を学ぶ拠点としての機能
（3）歴史資料を媒体とした市民交流拠点としての機能
（4）公文書館としての機能
（5）既存施設との有機的連携による地域活性化
（6）日本、世界への歴史文化情報発信

公
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

以下の点について見直し
・国の基準に準じ、公文書の保存年限を見直す
・総務課に専門的職員（レコードマネージャー）を配置するなど、公
文書管理のガバナンスを高める
・市内５箇所に点在する書庫を１箇所に集約することを目指す
・歴史史料の専門的職員（アーキビスト）により、適切な評価・選別
を行う
・文書館の整備により、公文書の作成から歴史公文書の保存までの一
連の仕組みを構築
・「公文書管理の基本的な考え方」や「評価・選別の基準」などを整
える
・例規等の整備

・重要な公文書を残すためには、現用文書が適切に管理されている必
要があるため、文書館が現用文書を点検する権限を持つ必要がある
・文書の作成から文書館への移管、廃棄までを視野に入れた新たな文
書管理制度の確立（「廃棄決定」→「移管」から「保存期間の満了」
→「移管」への変更等）が必要

公
開

詳細な言及はなし

４．公文書管理体制の見直し
（2）例規等の整備
　（前略）文書作成から保存、廃棄、文書館への移管、歴史公文書利
用までの、公文書のライフサイクルについて規定する関係規則等の整
備を行います。

・自治体史編纂のために収集された資料を公開することは、収集時に
得た許諾条件と異なる利用方法や目的であるため、公開の条件は開館
までに整備する必要がある
・（古文書について）著作者の死後の人格的利益の保護を定める著作
権法第60条違反の行為を処罰する第120号の規定は親告罪ではないた
め、孫より下の世代でも問題になり得る
・文書館で扱う資料は、情報公開条例から除外するか、情報公開条例
の中に一定の年月を経過したものについての公開基準を整備する必要
がある
・寄贈・寄託された文書の利用制限を行う範囲、期間については、寄
贈者・寄託者の意思を尊重しつつ、有期の期間が設定できるような対
応を望む

・（古文書、考古資料、歴史公文書とも）デジタルアーカイブが必
要。ホームページ上での目録公開や、主要資料の画像公開など。
・（歴史公文書について）公開を原則とする。公開範囲については、
個人情報保護等の観点から適切に設置する必要があるため、情報公開
制度等の整合を図り、審査基準を定める必要がある。

人
材
・
体
制

・レコードマネージャー（現用文書管理の専門家・総務課）、アーキ
ビスト（歴史史料の専門家・文書館）の配置が必要
・運営審議機関と客員研究員制度の設置が必要

・文書等の状況確認、調査、整理、講座等の運営を市民と進めるた
め、サポーター組織の構築が望まれる
・博物館・図書館等との連携
・専門職員（重要文書等を適切に保存し、利用に供するための専門的
知識及び技能を有する者）の配置が必要

・歴史資料の専門分野（考古・歴史・民俗）に応じた学芸員のほか、
アーキビストの配置が必要。未来への資料保存に対する責任を果たす
とともに、展示等を通じた歴史資料と市民との媒介者であり、市民の
学習活動におけるレファレンサー及びインストラクターの役割を担う
ため、正規雇用の専門職が必要
・指定管理者制度はなじまない。導入すべきでない
・郡山地方史研究団体連絡協議会・各郷土史研究会等、既存団体とも
協調・連携しつつ、市民参加型の施設を構想すべき

施
設
・
設
備

・将来にわたって適切かつ安全に管理できる施設（耐火・耐震性、温
度・湿度の管理、セキュリティ）
・増加する収蔵量に対応できるスペースの確保
・交通の便がよく、利用しやすい場所
・津波や水害による浸水等の災害に備えた対応策
・既存施設の有効活用
・史料保存機能、調査・整理・写真撮影機能、公開・提供機能、情報
発信機能、一般的な機能（事務室等）

・文書の移管がスムーズにできるよう、現用文書と重要文書等の保管
場所が近いほうがよい
・円滑な移管のため、中間書庫が必要
・動線に配慮。例えば未燻蒸の文書が燻蒸を終えた文書の保管庫の前
を通らないようにする
・消火、温湿度管理、耐震が重要。書庫消火についてはガス系消火設
備が必要
・史料の種類にあった保存環境（配架方法、書架の形態、専用ケース
等）
・コインベンダー付きコピー機の設置
・盗難防止および不審者等抑制の観点から防犯カメラを設置

・公共施設が集中する「麓山地区」が相応しい
・同地区には、市の歴史を物語る歴史的な建造物があり、それらの活
用を含め検討すべき
・充分な収蔵庫の整備が必要
・既存施設の見直し

メ
モ

・庁舎建替え
・文書管理の分担
　現用文書→総務部総務課
　歴史公文書＆古文書→文書館
　展示に必要な史料・厳密な温湿度管理が必要な史料・特に重要な史
料→歴史館

・公文書と地域資料を合わせて「重要文書等」と定義
・自治基本条例を引用
・役所の文書だけでなく、学校資料や公民館文書、地域施設の文書を
収集できる体制づくりと例規の整備について言及

ア　重要文書等を適切に保存し、公開することにより、市や市民の諸
活動や歴史的事実を、現在および将来の市民に対して説明する責任を
果たす

イ　市民に、情報公開制度よりも簡便な方法で閲覧利用してもらうこ
とにより、市民と行政との情報共有が進められ、市民の「参加」及び
「協働」の原則に基づく住民自治の推進を図る

ウ　市職員が重要文書等を通じて、過去の諸施策、事業等を検証する
ことにより、行政の政策形成能力の向上に繋げる

エ　重要文書等に加え、地域に残る歴史に関する情報も収集、保存、
公開することで、市民一人一人が「先人たちが守り育ててきたかけが
えのない自然、誇るべき郷土の歴史と文化を継承し、後世に伝える役
割」（市自治基本条例）を果たし、教育、学術、文化、生活の向上を
図る


